
思い出の
アルバム

　６月1日（月）佐賀県教育委員会落合裕二教育長と県西部の教育長等が一堂に会し、西部地区の県・市町教育長
等意見交換会が開催されました。
　意見交換の議題の一つに「児童生徒の『自己肯定感の醸成』」が設定され、非認知能力の重要性が論議されました。
　非認知能力は、IQや学力テストで計測される認知能力とは違い、忍耐力、自制心、社会性、意欲、創造性など
の人間の気質や性格的な特徴のようなものを指します。「生きる力」とも言えます。これまでの様々な研究では「非
認知能力が認知能力の形成に一役買っている」ことも明らかになっています。また、「非認知能力は、人から学び
獲得する物である」とも言われています。さらに、「認知能力に比べ数値化しにくい」と言われています。

　では、非認知能力を鍛えて伸ばすにはどうすればよいのでしょうか。
　教育経済学者の中室牧子氏は、自身の著書「『学力』の経済学」（２01５　ディスカバー・トゥエンティワン）の中
で下記のように述べておられます。
〇「人生を成功に導くうえで重要だと考えられている非認知能力の一つは『自制心』です。」
〇「腹筋や腕立て伏せのように、自制心も、何かを繰り返し継続的に行うことで向上します。」
〇�「『細かく計画を立て、記録し、達成度を自分で管理する』ことが自制心を鍛えるのに有効であると多数の研
究で報告されています。」
〇「もうひとつの重要な非認知能力として挙げられるのが、『やり抜く力』です。」
〇�「『しなやかな心』を持つ、つまり『自分のもともとの能力は生まれつきのものではなくて、努力によって後
天的に伸ばすことができる』ということを信じる子どもは、『やり抜く力』が強いことがわかっています。」
〇�「親が幼少期のしつけをきちんと行い、基本的なモラルを身につけさせるということは、勤勉性という非認知
能力を培うための重要なプロセスなのです。」

　結果ではなく、努力の過程が大切であるというメッセージを子ども達に伝え続けていかなければなりません。
この本には、「勉強しなさい！」の指示は全く効果がないことや罰としてテレビ・ゲームを禁止しても家庭学習時
間は増えることはないとも記されており、あらかじめ家庭学習時間をルール化して継続と徹底で守らせていくこ
との方が大切なのだと思いました。
　一方、1日２時間以上メディア視聴、ゲーム使用は、子どもの発達や学習時間への負の影響が飛躍的に大きく
なることが様々な調査で明らかになっているようです。家庭での子ども達のスケジュールについては、一定の基
本的ルール作りとそれを守り続けていく自制心とやり抜く力が重要なのではないでしょうか。
　※引用・参考文献　「『学力』の経済学」中室牧子（２01５　ディスカバー・トゥエンティワン）
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「知る人ぞ知る（知ってる人しか知らない）石造物」
　第10回目は、国道以南、東寄りの某所です。
　「庚申」についてはここでも何回か取り上げてき

ましたが、おさらいす
ると古代中国に由来す
る「六十日毎の庚

かのえのさる

申の
夜には人間の身中から
『三

さん

尸
し

』という虫が抜け
出してその人の罪悪を
天帝に報告して寿命を
縮めるため、庚申の夜
は集まって眠らないよ

うにする」というものです。
　この場所は寛政元年（1７８９）の地図にも「庚申」と

表記されており、古くから信仰されていたことが分
かります。
　時代が下ると飲酒飲食が主体となり、また目的も
現世利益などへ変化します。この碑にも「現世安穏」
「後生善処」の文字が見え、当時の人々の心情がう
かがえます。
　このように特定の日の集団行事に「日待」「夜待」
等がありますが、その内「二十三夜待」は本来月齢
二十三日の夜に行われた信仰行事が、特定集団の定
期的な懇親の場として今日に継承されています。「主
に同年代男性で組織されるニジュウサンヤマチ」と
書けばそれが何かピンとくるのではないでしょうか。

※�石造物の多くは信仰の対象であり、また私有地内に祀られる例も
あるので、探訪される場合は常識の範囲で、礼節をもち、交通に
も注意していただければと思います。
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